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ゼ バ ス テ イ ア ン ・プ ラ ン ト 『阿 呆 船 』

　Vberhebungderhochfart"

(「傲慢の思い上が り」)に 関す る語学的考察

大 島 浩 英

要 旨

中世高地 ドイツ語(中 高 ドイツ語)か ら新高 ドイツ語へ移行する過渡期 にある初期

新高 ドイツ語で書かれた風刺詩集DasNarrenschiff(『 阿呆船』)を 本稿 では取 り上 げ

る。アルザスの人文主義者 ・詩人のゼバスティアン ・プラン トによ り初期新高 ドイツ

語のア レマン方言を基礎 に書かれたこの詩集には、中世ヨーロッパのキリス ト教(カ

トリック)的 倫理観 に基づいて、人間の世俗的な欲望か ら行 われる様 々な愚行 を戒め

ようとする内容の風刺詩が収め られている。本稿ではこの詩集の中で 「傲慢」をテー

マにした詩 。Vberhebungderhochfart"を 対象に考察 を行った。

今回の分析で も、Nhd.と は異なる母音の語形、形式的な機能に とどまらない接続

詞frnhd.dasの 多義性、不定関係代名詞 としてのderの 使用、関係文内、副文内での

定動詞の位置の不規則性、不完全 な枠構造 など、中高 ドイツ語 と新高 ドイッ語の両方

の要素が混在 している言語状況が観察で きたが、 クニッテル詩句で書かれたこの詩に

ついては韻律が規則正 しく整 えられてお り、言語的な規範性 とは別の、韻文 としての

高い整合性が見られた。

キーワー ド 初期新高 ドイツ語、ゼバスティア ン ・プラン ト、阿呆船、風刺文学、

韻律、 ドイツ語学

はじめに

本稿で考察する文献は1494年 バーゼルで発行 された風刺詩集で、 ドイツ語の時代 区

分では初期新高(地)ド イツ語に分類 される言語で書かれた韻文である。初期新高 ド
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イツ語 は中世高地 ドイッ語(中 高 ドイッ語)か ら新高 ドイッ語、 さらには現代語へ と

続 く中間段階にある言語で、通時的な言語変化の過渡的な状態が見 られる興味深い対

象 と言える。本稿で取 り上げる風刺詩集DasNarrenschiff(『 阿呆船』)は アルザスの

人文主義者 ・詩人のゼバスティアン ・プラントにより執筆 されたため、基本的には初

期新高 ドイツ語のア レマン方言が用い られているが、テキス トはプラント自身によっ

てある程度標準化、規則化 されたことが推測 される。

さてこの詩集 には112の 風刺詩が収め られているが、それらの根底 にあ るのは、世

俗 における人間の欲望か ら行 われる様 々な愚行を戒め ようとする中世 ヨーロッパのキ

リス ト教(カ トリック)的 倫理観であった。そのキリス ト教世界 における7つ の大罪

(罪源)の うち本稿 では、「傲慢」を扱 った詩 。Vberhebungderhochfart"の1～38

行 目(全124行)ま でを取 り上げ、語学的な分析 を行 うことにする。なおこの詩集は、

一行 に揚格(Hebung)が4つ あ り規則的に抑格(Senkung)と 入れ替わる韻律 を も

つ クニ ッテ ル詩 句(Knittelvers)で 、基 本 的 に は 二 行 一 組 で脚 韻 を 踏 む 形 式

(Paarreim)で 書かれている。本文の和訳では韻律に関係 な くで きるだけ逐語訳を行

い、 また原文には5行 ごとに行数を付 した。

使 用 テ キ ス ト

原 文:

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Studienausgabe.Mitallen114Holzschnittendes

DrucksBasel1494.Hrsg.vonJoachimKnape.Stuttgart2005.(ReclamsUniversal-

BibliothekNr.18333)S.426-428.

現 代 語 訳:

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Ubtrg.vonH.A.Junghans.Hrsg.,Anm.u.

Nachw.:Mahl,Hans-Joachim.Stuttgart1964.BibliographischerganzteAusgabe1992.

(Universal-BibliothekNr.899)S.339-340.

上 記 お よ び 次 の 各 テ キ ス トに 付 さ れ た 注 釈 を 適 宜 参 考 に し た 。

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Hg.vonFelixBobertag.BerlinandStuttgart1889.

(DeutscheNational-Litteratur.Hg.vonJosephKerschner,Bd.16)S.249-250.

Zarncke,Friedrich:SebastianBrantsNarrenschiff.Leipzig1854.(Hildesheim1961)

S.434-435.

略 語:mhd.中(世)高(地)ド イ ツ 語 、frnhd.初 期 新 高(地)ド イ ツ 語 、

nhd.新 高(地)ド イ ッ 語

本 文 中 のKnape、Junghans、Bobertag、Zarnckeに 関 す る 注 釈 、 説 明 な ど の 記 述

は 、 す べ て 上 記 の 文 献 か ら の 引 用 で あ る 。
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1

原 文[92](題 詩)現 代 語 訳

Werhochfartist/vnddutsicklobenWerHoffartliebtandtutsickloben

VndsytzenwillalleynvastobenUndsitzenwillalleinhochoben,

DensetztdertiifelvffsynklobenDensetztderTeufelaufdenKloben.

傲 慢 な 上 に う ぬ 惚 れ で

自 分 が 最 上 位 を 独 り 占 め し な け れ ば 気 が 済 ま ぬ 者

そ い つ を 悪 魔 が お と り棒 に 据 え 付 け る

の

1行 目 のhochfartは 中 高 ドイ ツ 語 の 女 性 強 変 化 名 詞 で 「高 慢 」 を 意 味 す る

hochvart、hoffartに 対 応 して い るが 、 こ こで は不 定 関 係代 名 詞 で 表 され る 「人」 の

性 質 を示 す述語 形容 詞mhd.hochverteと して名 詞のhochvartが 用 い られ てい る。新

高 ドイ ツ語 訳 で は名 詞 のHoffartをliebenの4格 目的語 とす る表現 に訳 されて い る。

dutsicklobenで はnhd.tun+不 定 詞 の形 が現 れ てお り韻 律 を整 える ため の書 き換 え
2)

が行 わ れ てい る。tunを 用 い ない場 合 とで ほ とん ど意 味 的 な差 異 は ない とされ るが 、

現 代 語 の 口語 調 で は本動 詞 の意 味 を強調す る作 用 も含 まれ る。。Werhochfartist"の

部 分 で は脚 韻 を考 慮 す る必 要 が な い た め 定動 詞istが 後 置 され て い る が、行 末 の

lobenは 次 行 のobenと で 脚 韻 を踏 め る よ う定 動 詞dutの 代 わ りに後 置 され て い る。

脚 韻 を踏 ませ る条件 が な けれ ばNhd.の よ うに副 文 内で の定 動詞 後 置が あ る程 度意 識

され てい たか も しれ ない。

2行 目で はwerの 不 定 関係代 名 詞 に導 かれ る副 文 が継 続 して い る と考 え られ る た

め、 定動 詞willは 本 動詞sytzenの 後 に下 が って い るが、 脚韻 の関係 で後置 され る に

は至 って い ない。 またvastobenのvastに つ い て は、nhd.ganz(「 ま った く」)と い

う説 明 がZarnckeに よ り加 え られて い る。3行 目で はtufel(〈mhd.tiuvel)がNhd.

でTeufelと 母 音変 化 す る以前 の語 形 で現 れ てい る。 この母 音 は19行 目tiitscher(>

nhd.deutscher)、30行 目tutschem(>nhd.deutschem)な ど に も見 られ、 またsyn

klobenのsynはnhd.seinへ と二重 母音 化 す る前 の長 母音 で現 れ て いる。3行 目文 末

のklobenに 対 して はKnapeが 、 「お と りの鳥 をのせ る鳥捕 獲 用 先割 れ棒」 とい う説

3)

明 を加 えてい る。 この題 詩 で は、loben、oben、klobenの3行 で脚韻 を踏 む。
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皿

Vberhebungderhochfart

傲 慢 の思 い上 が り

UberhebungderHoffart

Derfuretvffeymstrowendach

Dervffderweltrum/setztsynsach

藁 ぶ き屋根 に火 をか ける

世 間の名声 に重 きを置 く者 は

DermachteinFeueraufstrohernemDach,

WeraufderWeltRuhmsetztseinSach

ここでは2行 目文頭 のderが 現代語訳の ように不定 関係代名詞werと して機能 し

てお り、1行 目のderが それを受 ける指示代名詞 と考 えられるため、不定関係代名

詞 に導かれる関係文か ら書 き出される現代語 とは順番が入れ替った用法がここには見

られる。意味の流れを追って2行 目か ら見 てみると、不定関係代名詞 として用い られ

たderに 導かれる副文 において、vffderweltrumのderweltは 修飾する語 ゜rumの

前 に置かれたいわゆるザ クセ ン2格 と思われる。またsetztと の関係でvffが 方向を

表すため、 °rumは4格 で用い られていることになり、「自分の(な すべ き)こ とを世

間の名声 の上へ置 くような者 は」 といった意味が表現 されているもの と考えられる。

ここで も副文内で定動詞setztが 、正置 はされていないものの後置 されるには至って

いない。そして この不定関係代名詞 を1行 目の指示代名詞derが 受 け、主文へ と続

く。1行 目のfuretはmhd.viurenに 由来 し、Nhd.のfeuernに 対応するものである。

またeymはNhd.で のeinemが 縮約された形で現れ、 これによ り揚格 と抑格 が規則

的に交替 し韻律が整え られている。ここでは1行 目dachと2行 目sachで 脚韻 を踏

んでいる。

Vndalldingdut/vffzyttlichere
4)

Demwurtzuletstnutandersme

世 俗 の名誉 を求め て何 で もす る ような者 は

結 局何 も得 る ことが ない

UndallestutumzeitlicheEhr;

Demwirdzuletztnichtsandresmehr,

3行 目は2行 目の不定 関係代名詞に導かれる関係文の続 きと考 えられるが、ここで

も定動詞のdutが 副文の中で後置 されてはいない。 またzyttlichで もnhd.zeitlichの

eiへ 二重母音化する前の長母音iがyで 表記 されている。原文のvffzyttlichereが 現

代語訳ではumzeitlicheEhrと い うように前置詞がvffか らumに 書 き換え られてお
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り、 いず れ も 「～ を求 め て」 とい う意 味で用 い られて い る。 また、 このzyttlichに 対

して はKnapeが 。begrenztes(irdisches)Ansehen"(「 限 りあ る現 世 の(は か な い)

名 声 」)と い う注 釈 を付 けて い る。

4行 目のdemは2行 目か ら続 く不 定 関係 代 名詞 を3格 で受 け る指示 代 名詞 で 、 こ

の文 は 「その者 に とって は結 局(5行 目の 内容)以 外 の何 もの に もな らない 」 とい う

逐 語 的 な意 味 に な る。 またFrnhd.で 円 唇 化 したiiがNhd.で は 定 着せ ず 、Nhd.の 標
5)

準語ではiの 母音へ変化す る場合 もあることが知 られているため、 この文のwUrtは

接続法過去(2式)で はな くNhd.で は直説法現在 のwirdと 考 え られ、主語のnut

に対応 している。ere、meと で脚韻を踏む。

Danndassynwon/jnnhattbetrogen

Soerbuwtvffeynragenbogen

彼 の 妄想 が彼 を欺 いた とい うこ と以外 の

彼 が虹 の上 に建 物 を築 くよ うに

5Alsdal3seinWahnihnhatbetrogen,

WieeinerbautaufRegenbogen.

5行 目文頭のdannは 現代語でals(「 ～以外」)と の重複 を避ける場合 に用 い られ

るdennに 対応 して4行 目のnutandersに かか り、後続のdas(>nhd.dass)文 と組

み合わせて、文意 は 「彼の妄想が彼を欺いた、とい うこと以外の何 ものにもならない」

とな り4行 目につ ながっている。 また ここでは、従属接続詞dasに 導かれ る副文 内

での定動詞hattの 位置が定形後置 にある程度まで近づいていることが分かる。 また

nhd.Wahnに はwonが 対応 してお り、oか らaへ の母音変化 も見 られる。

6行 目のsoに は現代語のwie,als(「 ～の ように」)と い う従属接続詞 としての用

法が想定できるため、「彼が虹の上へ建物を築 くように(彼 の妄想が彼 を欺いた)」 と

い う意 味で この文 が5行 目にかか って いる よ うに思 われ る。この表現 に対 して

Bobertagは 。bautindieLuft,aufSand"(「 空中へ、砂 の上へ築 く」)と いう説明 を加

えてお り、これは 「砂上の楼 閣」にもつなが り、「虹」と 「砂」がはかない もののイメー

ジ として共通 していることが分かる。なお、従属接続詞 としてのsoに 導かれた この

副文内では定動詞buwtが 主語erの 直後に位置 してお り、副文内での定動詞後置 は

ここでは意識 されていない もの と思われる。betrogenとragenbogenで 脚韻 を踏む。

Werwolbetvffeyndannynsul

Demwurteezyt/synanschlagful

モ ミの柱 の上 に丸 天井 をつ け る者

その者 の も くろみ は早 々 にだめ に なる
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7行 目 で は不 定 関係 代 名 詞 を2行 目の よ うにderで 代 用 す るの で は な くwerが 用

い られ、 不 定 関係代 名詞 と してwerとderが 併 存 してい る。 この関係 文 内で 定動 詞

wδlbetは 第2位 に正置 され て お り、副 文 内 での 定形 後 置 は意 識 され てい な い。 ま た

この行 に対 してKnapeは 。fibereinerSaulevonTannholzbaut"(「 モ ミ材 の柱 の上

に築 く」)と い う説 明 を加 えて お り、モ ミの木 の柱 とい う不 安定 な土 台 の上 に立派 な

もの を築 こう とす る危 うさ、 はか な さが ここで は表現 され てい る よ うに思 われ る。

8行 目のeeは 、mhd.e(「 よ り以 前 に」)が 前 置詞 と して用 い られ た もの で、 これ

に対 して 。vorderZeit"(「 早 々 と」)と い う説 明 がBobertagに よ って な され てい る。

この行 の文 意 は 「そ の者 の も くろ み は早 々に腐 敗 す る(朽 ち果 て る)」 とい った直 訳

とな り、dannynsul(「 モ ミの 木 の柱 」)にanschlag(「 も くろみ」)を 重 ね合 わせ た

表 現 が行 われ てい る。書 記法 につ いて はnhd.wirdに 対 応 す る語 が8行 目で はwurt、

4行 目で はwurtと な り表記 に揺 れが見 られ、 また音 韻面 で は7行 目のsulと8行 目

のfulと で 同 じ母 音 で あ っ た もの がNhd.で は そ れ ぞ れnhd.Saule、nhd.faulへ と異

な っ て二 重 母音 化 す る現象 が見 られ る。 こ こで は原 文 のsul、fulで 脚 韻 を踏 ん でい

る。

Werrumvndweltlicherehiebgerdt

Derwartnit/dasjmdortmewerdt/io

この 世で 名声 と世俗 の名 誉 を欲す る者 は

あの 世で それ 以上 を期待 して はな らない

WerEhrandWeltruhmbierbegehrt,

Erwart'nicht,daBihmdortmehrwerd.

9行 目の文でも不定関係代名詞が用い られているが、定動詞が正置された7行 目と

は対照的にwerに 導かれる関係文内で定動詞bgerdtが 文末に置かれ、現代語の よう

に定動詞後置が実現 されている。韻律の条件が満たされれば副文 内での定形後置によ

る枠構造 という文法規則がある程度意識 されている ものと思われる。また1行 内に揚

格(強 格)4つ が原則のクニ ッテル詩句において、強弱 を規則的に交替 させる と、こ

の行には例外的に揚格が5箇 所見 られる。

10行 目のwartは 「期待す る」(nhd.erwarten)と い う意味の他動詞 として、ここ

では前綴 りのない基礎動詞のみの形 で用い られている。 またwartの 語形には3人 称
6)

単 数 現在 の語尾etのtと 語幹 のtがeの 脱 落 に よ り融合 す るEkthlipsisが 見 られ る。

10行 目の従属 接続 詞das(>nhd.dass)に 導 かれ る副 文 内で は定 動詞werdtが 後 置 さ

れ、枠 構 造 が成 立 して い る。 またwerdtに つ いて はMhd.の 直 説法 現在 でerwirdet,

wirtと 変 化 す る こ とか ら、10行 目のwerdtは3人 称 単 数 の接 続 法 現在(1式)と 考

え られ る。
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また、10行 目のdort(「 そ こ」)をBobertagは 。imjenseits"(「 あ の 世、 来世 」)と

説 明 して い る ことか ら、9行 目のhie(「 こ こ」)は 「この世 、現世 」 の意 味 と解 され、

hieとdortが こ れ らの 意 味 で 対 比 的 に用 い られ て い る もの と思 わ れ る。bgerdtと

werdtで 押 韻 してい る。

Manchnarrhaltsichgarhochdarvmb

DaservBwelschenlandenkum

か な りの 阿呆 がそ れ ゆえ にお ご り高 ぶ る

皿

ManchNarrvonHochmutistentbrannt,

WeilergekommenauswelschemLand

自分が南国(ロ マ ンス語系諸国)帰 りということに

ll行 目ではhaltsichgarhochが 「自ら(の 価値)を 高 くつ り上げる」 といった意

味に解 される。haltの 語形 については語尾のtでEkthlipsisが 見 られ、また語幹の母

音がNhd.の ように3人 称単数現在でウムラウ トしていない。darvmbのdarは 次行

の内容 を指 してい るもの と思 われる。12行 目のdas(>nhd.dass)に 導かれる副文 内

では定動詞kumが 後置 されてお り、現代語 と同様 に枠 を作 る語順が成立 している。

この定動詞kumは 語形的にはmhd.komen,kumenの3人 称単数接続法現在 に対応
7)

し、 人称 変化 語 尾eが 脱落 した形 と考 え られ る。 また直説 法 過去 の 場合 、Mhd.で は

ich/erkom,kam,quamと な り、kumを 過 去 形 と解 す る に は無 理 が あ る。vmbと

kumで 脚 韻 を踏 む。

Vndsyzuschulenwordenwi13

ZuBonony/zuPauy/Paril3

ま た 、大学 で学 識 を身 につ けた(と い う ことに)

ボ ローニ ャ、 パ ヴ ィアにパ リで

UndmanaufSchulenihnunterwies

ZuBononi,PaviaandParis

13行 目 は11行 目のdarvmbのdarが 指 す 内容 の 続 きで 、12行 目のdasに 導 か れ る

副 文 で あ る。 定 動 詞syはmhd.sin(>nhd.sein)の 接 続 法 現 在mhd.siと 考 え られ、

ここで は現 在 完了 の 助動 詞 と して機 能 して い る。 またwordenはmhd.werden(「 ～

に な る」)の 過 去 分 詞 で、現 代 語 の よ う に前 綴 りge一 は付 加 され て い ない。 音韻 面 に

お い て はzUで は な くzuと な っ てuが ウム ラ ウ トして お り、wiBで はnhd.weise

(「賢 い」)へ と二重 母 音化 す る前 の 長母 音 の語 形 が見 られ る。 この行 を現代 語 に逐 語

的 に書 き換 えてみ る と、。Und(er)seizuhohenSchulenweisegeworden"(「(彼 が)
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高 等 な学 校 で賢 くな った」)と い っ た文 に な り、 文 中のzuは 現代 語 で はanで 表現 さ

れ る。 さ て この 文 は 副 文 で あ るが 定 動 詞syは 後 置 され ず 、 ま た 脚 韻 の た めwiB

wordenと は な らずwiBが 行 末 に配 置 され て い る。14行 目のBonony(ニBologna)、

Pauy(=Pavia)は イ タ リア、PariB(=Paris)は フ ラ ンス の そ れぞ れ有 名 な大学 都

8)

市 で、これ らの都市の中にある大学 とい う意味で前置詞z&が 使 われ古い表現 となっ

ているが、現代語で はこの場合前置詞inが 通常用い られる。ここではwiB、PariB

で脚韻 を踏 む。

ZurhohenSyenjnnderSapientz

OuchjnnderschulzuOrlyens

英 知 の 中に ある高 尚 な シエ ナ にて

またオ ル レア ンの学 校 にお いて も

15 UndzuHoch-BieninderSapienz

UndinderSchulezuOrliens,

15行 目の前 置 詞 ゜zurはnhd.zuderの よ うに定 冠詞 が 融合 した形 式 と考 え られ る た

め、 この 定冠 詞がSyenと い う地 名 にか か るので は な く、Knapeが 注 解 して い る よう

にhohenと い う付 加語 形 容 詞 の後 にSchule(「 学 校」)な どの単数3格 の女 性 名詞 を

補 い、 「英知 の都 シエ ナ の 高 尚な学 校(大 学)に て」 とい う意 味 に とるのが 妥 当 で あ

ろ う。16行 目 も前 述 と同様 に、Syen(=Siena)は イ タ リアの 、そ してOrlyens(=

Orleans)は フ ラ ンス の有 名 な大 学都 市 で、Zarnckeに よ る と、 プ ラ ン トの時代 に は

上 記 の都 市 は特 に ドイ ツ人 に よっ て訪 れ られ るの が常 であ った とい わ れ て い る。 な

お、ouchは 後 に舌 の 位 置 が 下 が りNhd.で はauchと 母 音 が 変 化 す る。 こ こ で は

SapientzとOrlyensで 脚 韻 を踏 んでい る。

Vnddenroraffengsahenhett

VndMeterpyrrdeConniget/

わ め き猿 も見 て きた し

それ に ピエ ール先生 に も会 って きた

Dal3erdenRoraffengesehenhatt

UndMeisterPetervonConniget.

17行 目は12行 目のdas(>nhd.dass)か ら続 く副文の内容であるため、定動詞 とし

て機能 している完了の助動詞hettが ここでは現代語のように後置 されてお り、枠構

造が成立 している。 またhettはmhd.hanの 接続法過去形hetteに 対応 し、この行が

副 文の 内容 で ある ことを明示 してい るもの と思 われる。frnhd.sehenの 過去 分詞

gsahenで は、eが 語中音消失することで揚格が4つ とな り韻律 が整 っている。ここ

で述 べ られ てい るdenroraffen(「 わ め き劇)に つ い て は、 「シ ュ トラース ブル ク大
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聖堂のオルガンに付いている、定期 的にオルガンの巻 き上げ装置によって動 く(猿 の)
10)

像 」 とい う説 明 がKnapeに よ って行 わ れて い る。 またJunghansに よ る と、18行 目

のpyrrdeConnigetはPetervonBruntrutを 訳 したma↑trePierredeConnigetと い

う架 空 の学 者名 と も言 われ て お り、 こ こで は17行 目の わ め き猿 と並 んでgsahenの 目

的語 となっ てい る。hettとConnigetで 脚 韻 を踏 む。

AlsobnitouchjnntutscherartAlsobnichtauchindeutscherArt

Nochwervernunfft/synn/houbterzartZoVernunftandSinnnochseibewahrt,

ま る で ドイ ツ 風 の 流 儀 に は ま だ 存 在 し な い か の よ う に

理 性 、 思 慮 、 繊 細 な 頭 脳 が

19行 目 のalsobに つ い て は現代 語 と同様 に非 現 実 の 同等比 較 と して表 現 され てい

る ため、対 応 す る20行 目の 定動詞wer(>nhd.ware)が 接 続法 過去 で用 い られ てい る。

このalsobに 導 か れ る副文 内 の主 語 はvernunfft、synn、houbterzartの3つ と考 え

られ る が、 この うちhoubterはmhd.houbt,houptの 複 数 形mhd.h6upter(>nhd.

Haupter)に 対 応す る もの で、二 重母 音 がouか らNhd.で のauへ と変化 す る以前 の

形 が 見 られ る。 この こ とは19行 目のouch(>nhd.auch)に も 言 え る。そ して この

houbterを 修 飾 して い る と思 われ る形 容 詞zartがhoubterの 後 ろ に置 かれ 、zartに

対 して は 文 化 程 度 の 高 さ を 表 現 す る 意 味 と し てfeinsinnig(「 神 経 の 細 や か な」)

(Knape)、liebe(「 優 しい、好 ま しい」)(Bobertag)と い っ た注 が付 け られ て い る。

art、zartで 脚 韻 を踏 む。

e

Domitmanwil3heytkunstmochtleren

Nitnot/soverrzuschulenkeren

学 問 、知識 を学 べ る には

ず っ と遠 くの 学校へ 出向 く必 要 な しに

Dal3manWeisheitandKunstkonntlehren,

OhnfernaufSchulensiezuKoren.

21行 目のdomitはNhd.のdamitに 対 応 し 「目的」 を表 す用 法 と考 え られ、mδcht

は 「可能 」 を表 すmhd.mugenの 接 続 法 過 去 で非 現 実 的 な意 味合 い を含 ん で い る よ

う に思 わ れ る。 そ してleren(>nhd.lehren)は 「教 え る」 で は な く こ こ で はnhd.
ユの

lernen(「 学ぶ」)の 意味で用い られているため、 この行は直訳す ると 「人が学問、知

識 を学ぶ ことがで きるためには」 といった意味になる。

22行 目のnotはNhd.と 同様 に 「必要」を意味 してお り、それがnitで 打ち消 され

ているため、このnitはNhd.の 前置詞ohne(「 ～ なしに」)と 類似する意味に解 され
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る。次に続 く語句はnotの 内容 を示すzuを 伴わない不定詞句 と考 えられ、この行全

体では 「学校 に向か って大そ う遠 くへ赴 くという必要なしに」といった逐語訳になる。

21行 目の 「学ぶ」 とい う意味でのlerenとkerenで 脚韻 を踏んでいる。

Wellerwilllerenjnnsymland

Derfyndtyetzbucherallerhand

自 国 で学 問 を志 す者 は

い ろん な書 物 を今 で は見 つ け られ る

WerlernenwillinseinemLand,

DerfindetjetztBucherallerhand,

23行 目のwellerは こ こで は不 定 関係代 名 詞werと して用 い られ て い るが、 定動 詞

willは こ の関係 文 の中 で も第2位 に正置 されて い る。 また、 文頭 に抑格 をお いて揚 格

と の 規 則 正 しい 交 替 が 可 能 と な る よ う に、文 頭 にwerで は な くweller(>nhd.

welcher)と い う語 形 を用 い たの か もしれな い。 また ここで もlerenがnhd.lernenの

意 味で 用 い られ てい る。werを 受 け る所 有 代 名 詞symはnhd.seinemに 対 応 し、 こ

こで は縮約 され た形 で現 れ韻 律 を整 えて い る。

24行 目文 頭 の指 示代 名 詞derは 前 行 の不 定 関係 代 名 詞wellerを 受 け、24行 目 の文

意 は 「(自国 で学 問 を学 ぼ うとす る者 は)今 で はい ろん な書 物 を見 つ け られ る」 とな

り、 ここ には 「ドイツ におい て も」 とい う含 意 が ある もの と思 われ る。 またfyndt(>

nhd.findet)で はEkthlipsisに よ ってfyndと は な ってお らず、eが 脱 落 した人称変 化

語 尾tが まだ見 られ る。 ここで はland、handで 脚 韻 を踏 む。

Dasnyemanmagentschuldigensickz5Dal3niemandkannentschuldigensick,

ErwelldannliegenlasterlichErwolledennlugenlasterlich.

そ れ ゆ え 誰 も 言 い 訳 で き ぬ

そ の 者 は つ ま り 、 不 名 誉 に 嘘 を つ こ う と し て い る の だ

25行 目文頭のdasに は単に形式的な機能だけで はな く、前行のallerhand(「 様 々

な」)と 関連 して結果 を表す意味合いが含 まれている と考え られ、「(様々な書物が見

つけられる)の で、その結果誰 も(ド イツでは学問はできない と)言 い訳することは

で きない」 という意味にこの場合 は読 める。初期新高 ドイツ語の接続詞das(>nhd.

dass)に は状況 に応 じた意味 が付 加 されて用 い られ る傾 向が ある こ とが分か る。

nyemanで はNhd.で 語尾 にt(d)が 付加 され る前 の語形が見 られ、 また、「可能」 を

表す定動詞magは 韻律 との関係か ら副文 内で後置 されていない。26行 目のwellは

mhd.wollen,wellenの3人 称単数現在形に対応 し、Mhd.で もerwil,wileと 人称変
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化す るが、 この行 では幹母音 にeを 残 した語形で現れている。 またliegenで は円唇
ユ　ラ

化 が 進 んでnhd.lugenと な り、ieがuへ と円唇 母音 化 す る。sichとlasterlichで 脚 韻

を踏 む。

ManmeyntettwaneswerkeynlerManmeinteeinstmals,esgabkeineLehre

DannzuAthenasubermerAlszuAthenasubermMeere,

学 問 は 存 在 し な い と 、 か つ て は 言 わ れ て い た

海 の 向 こ う の ア テ ネ 以 外 に は

27行 目 のes以 下 はmeyntの 内 容 を表 す 部 分 で、文 法 的 な主 語esを 立 て本 来 の主

語 はkeynler(>nhd.keineLehre)で 表 現 されて い る。meyntの 内 容 で あ る こ とを

明示 す るた めsein動 詞 がwer(>nhd.ware)と 接 続 法過 去 で 記述 され た もの と思 わ

れ る。そ して このwerと 文 末 のlerが と もに語 末音 消失 してい る こ とで韻 律 が整 え ら

れ てい る。 またettwan(「 か つ て」)に 対 しては 。zurZeitderR6mer"(「 ロ ーマ 人 の

時代 」)と い う説 明 がBobertagに よ って行 われ てい る。28行 目文頭 のdannは 前 行 の

keynと 呼 応 して 「～ 以外 に は(存 在 しない)」 とい う 「除外 」 を表 す意 味で用 い られ

てい る。 「除外 」 の意 味 は現代 語 で はals、 あ るい はdennで 表 現 され るが、Frnhd.で

はdennとdann両 方 の語 が競 合 して現 れ る。 こ こで はlerとmerで 脚 韻 を踏 ん で い

る。

Darnochmansy/bynwalhenfandt

Jetzsichtmansouchjntutschemlandso

後 に は イ タリア、 フ ラ ンス に も学 問 があ り

今 で は ドイ ッで も見 られ る

DarnachmansieinWelschlandfand:

JetztbliihtsieauchimdeutschenLand,

29行 目 で はNhd.のdanach(「 そ の後 」)に 対応 す るdarnochが 従 属接 続 詞 の よう

に用 い られ 、定動 詞fandtが 後 置 されて い る。過 去形 の 定動 詞fandtに は 、無声 化 し

た こ とを示 すdtの 表 記 が見 られ る。byn(>nhd.binnen「 ～ の 内 に」)はmhd.biin

に 由 来 し、biの 長母 音iが 原 文 で はyに よって表記 されて い る。bynは こ こで は時 間

的意 味 で は な く、 空 間的 なinnerhalb(「 ～ の内側 」)の 意 味 で使 わ れ てお り、27行 目

のler(>nhd.Lehre「 教 え、学 問」)を 受 け る人称 代 名 詞syと と もに この行 は、 「そ

の後 は ロマ ンス語 地域 の人 々(Welsche)の 内 に も学 問が 見 出 され る よ うにな り」 と
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いった意味に訳せる。30行 目で はこのlerを 融合形mansのesで 受け、 さらにnhd.

auchに 変化す る前 の二重母音 をもつouchを 伴 って、 この文は 「今や人 ・々はそれを

ドイ ツ人の地 において も見 る」 とい う直訳 になる。いずれ も無声化 した語末音の

fandt、landで 脚韻を踏んでいる。

Vndgbrastvnsnut/wernitderwynUndnichtsgebrachuns‐warnichtderWein,

VnddaswirtutschenvollwenntsynUnddaBwirDeutschevollwollensein

わ れ わ れ に は 何 も 不 足 し て い な い 、 ワ イ ン は な い が

そ れ ゆ え 、 わ れ わ れ ド イ ツ 人 は 満 ち 足 り て い る の だ

31行 目 のgbrastはmhd.gebresten(「 欠 け てい る」)に 由来 し、 こ こで は3人 称 単

数 現在gebrestetの 語 尾etか らeが 語 中音 消 失 したた め、 語幹 のtと 語尾 のtが 融 合

して原 文 のgbrastの よ うな語 形 が現 れ て い る。 また接 頭 辞 のge一 で もeが 語 中音 消

失 を起 こ して お り、 これ に よ り韻 律 の調 子 が 保 た れて い る。 否 定 詞 につ い て はnut

がnhd.nichtsに 、nitがnhd.nichtに そ れ ぞれ対 応 してお り、使 い分 けが行 われ て い

る。wer(>nhd.ware)は 接 続 法 過 去 で非 現 実 的 な 意 味 合 い が 加 わ り、 またmhd.

winが 原 文 で はwyn(>nhd.Wein)と 表 記 され、Mhd.の 長 母 音iがyで 代 用 され て

い る。

32行 目文頭 のdasは 形 式 的 な機 能 に加 えて、 この場 合 前 文 と関連 して 「そ れ ゆ え

に」 とい う結 果 を示すsodassの 意 味 で使用 され てい る よ うに思 われ る。wenntに つ

い て はmhd.wellenに 対 応 し、1人 称 複 数 現 在 で 語 中 のllが 脱 落 した 形 態 と考 え ら

れ、-entと い う人称 変化 語 尾 はFrnhd.で は 地 域 に よ りwir,ihr,sieす べ ての複 数 現
13)

在 の人称 で 見 られ た。vollは こ こで はnhd.vollkommen(「 完 全 な」)と い う意 味 の述

語 形 容 詞 と思 われ、 完全 で あ ろ う とす る こ うい った 姿勢 に対 してZarnckeは 「外 国
14)

人に最 も不快 と感 じられる ドイツ人の大 きな国家的悪徳」 と述べ ている。なおこの行

ではdas(>nhd.dass)に 続 く副文内で定動詞wenntが 後置 されず、前行のwynと

synと で脚韻 を踏 む。

Vndmogenkeynrechtarbeitthun

Woldem/werhateynwisensun

そ して実 際の苦 労 な どしな くて もよい

賢い 息子 を もつ者 は幸せ だ

UndhattengernohnArbeitLohn.

Wohldem,derhateinenweisenSohn1

33行 目は前文のdasに 導かれる副文で32行 目の主語wirが 共有 されているが、「可
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能(当 然)」 を表す定動詞mδgenは ここでは後置 されていない。また34行 目では先

行詞 としての指示代名詞demを 不定関係代名詞werが 受ける用法が見 られる。そ し

てこのwer以 下 は関係文で副文 となるが、定動詞のhatは ここで は後置 されない。

°
eynwisensunで の男性4格 の不定冠詞eynに は 一enの語尾が欠落 しているが、 これ

によ り韻律上、揚格 と抑格の リズムが規則的に交替する。 また、eynに 続 くwisenは

mhd.wis(e)(「 賢明な」)に 由来す る形容詞だが、Mhd.の 長母音iが 原文のwisenで

はyで はな くiで 表記 されている。 ここではthun、 °sunで脚韻 を踏んでいる。

Jchachtnit/dasmanvilkunstkunn35

Vndstelldomitnochhochfartgwynn

私 は 評価 しない、 人が多 くの学 問 を知 り、

それ でい て傲 慢の利 得 を追 い求 め

Nichtachtichs,dal3manWissenschaft

Hoffartigtreibt,nachVorteilgafft

35行 目のacht(<mhd.ahten)は 人 称変 化語 尾eが 脱 落 した形 で現 れ てお り、 ここ

で は 「尊 重 す る、 高 く評価 す る(schatzen)」 と い っ た意 味 で用 い られて い る。 そ し

て次 に くるdas(>nhd.dass)文 は37行 目のklugま で 続 き、 このachtの 指 す 内容 と

してつ なが っ てい る。 行 末 のkunnはmhd.kunnen(「 知 っ てい る、理 解 してい る」)

の 接 続 法現 在kunneか らeが 脱 落 した語 形 と考 え られ、 また この定 動詞 が 文 末 に後

置 され てい る こ とな どか ら、 こ の部 分 はachtの 内 容 を示 す 副 文 で あ る こ とがNhd.

と 同様 に意識 され た表現 で あ る と考 え られ る。

36行 目で は定動 詞stellが 平 叙 文 の よう に配置 され てお り、 前行 のdasか ら続 く副

文 で あ る こ とが こ こで は 明示 され ない。stellは 接 続 法 現 在 と考 え られnoch(>nhd.

nach)と 組 み合 わせ て 「得 よ う と努 め る」 こ とを意味 して い る。hochfartgwynnに

つ いて はZarnckeが 、hochfartはgwynnに か か る2格(属 格)と す る見解 を述べ て

い る。domitはNhd.のdamitに 対 応す る もの と思 われ、 またgwynnでgeが 語 中音

消 失 す る こ とで韻 律 が保 たれ て い る。 こ こで は揚 格 とな る母 音 がkunnとgwynnで

異 なって い るが、 か ろ う じて この2語 で脚 韻 を踏 んで い る。

Vndmeyntdardurchsynstoltz/vndklug

Werwisist/derkankunstgenug

そ れ を誇 りと した り、利 口 と思 うこ とを

賢明 な者 は十分 な学 識 をもって い る

Undwilldadurchseinstolzandklug:

WerWeiseist,derkanngenug.

37行 目も35行 目のdasか ら続 く副文の内容 と考 えられるが、35、36行 目の定動詞
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kunn、stellが いずれもmanを 主語 とする3人 称単数接続法現在で人称変化語尾eが

脱落 した もの と思われるのに対 して、37行 目の定動詞meynt(「 思 う」)で は3人 称

単数直説法現在の人称変化語尾tが 付 されてお り、副文の中に接続法 と直説法が併存

す る例が見 られる。 またdardurch(「 それを通 じて」)以 下がmeyntの 内容 として、

zuを 伴 わない不定詞句で記述 されているもの と思われる。

38行 目文頭のwerは 不定関係代名詞で、ここでは関係文内の定動詞istが 副文末に

後置 され、 さらにwerを 指示代名詞derが 受 けて主文 に続 いてお り、現代語 と同 じ

用 法が 成立 してい る。指 示代名 詞derに 続 く主 文の定 動詞kan(<mhd.kunnen,

kunnen)は35行 目のkunnと は異 な り、 ここでは3人 称単数直説法現在で表現 され

ている。 また ゜genugについてはge一 で語中音が消失 してお らず、eの 音を残す ことに

よって揚格 と抑格が規則的 に交替す るよう韻律が調整 されている。nhd.weise(「 賢

明な」)に 対応する語 として38行 目には、二重母音化する前の長母音 をもつwisが 用

い られているが、13行 目ではwiBと 表記 され、書記法に揺 れが見 られ る。 ここでは

klug、genugで 脚韻を踏む。

おわりに

従来行 って きた分析 と同様に今 回の考察で も、Nhd.と は異 なる母音の語形、形式

的な機能に とどまらない接続詞frnhd.dasの 多義性、不定関係代名詞 としてのderの

使用、関係文内、副文内での定動詞の位置の不規則性、不完全な枠構造な ど、中高 ド

イツ語 と新高 ドイツ語の両方の要素が混在 している言語状況が観察で きたが、言語 と

しての規範性 とは別 に、この詩 は韻文 として クニ ッテル詩句(Knittelvers)で 書か

れているため、揚格の数、抑格 と規則正 しく入れ替 わる整った韻律な どはかな り厳格

に守 られてお り、韻文 としての完成度が高いように思われる。そ してこのようなテキ

ス トにおいて もNhd.に 近づいた用法の文例が見 られることか ら、韻律 を優先 させ な

が らもNhd.の 言語 的規則がある程度意識 されていたことが分かる。
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